






 

 進行性筋ジストロフィー症患者の咬合は、症状の進行とともに開咬を呈する

ことが多い。本研究は、このような咬合系の異常と口腔機能の関係について、

咬合圧を含め咀嚼機能の全般を筋機能の面から検討するため、とくに本年度は

その基礎として筋電図学的検索を行なった。 


